
　
土
地
利
用
計
画
を
定
め
る

の
は
、
地
域
の
土
地
の
有
効

活
用
を
図
る
ほ
か
、
活
動
の

活
発
化

・
円
滑
化
、
居
住
性

を
高
め
る
、
歴
史
と
文
化
の

保
全
、
と
い
っ
た
理
由
が
挙

げ
ら
れ
る
。
楢
葉
町
で
は
、

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事

故
以
前
の
土
地
利
用
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
再
生
、
そ

れ
に
伴
う
新
た
な
ニ
ー
ズ

へ

対
応
す
べ
く
、

「楢
葉
町
及

び
双
葉
郡
の
復
興
を
最
前
線

で
支
え
る

『多
様
な
人
々
が

集
う
生
活

・
産
業

・
交
流
拠

点
』
の
形
成
」
と
の
方
向
性

に
基
づ
き
、
帰
還
し
た
町
民

や
長
期
避
難
者
、
復
興
事
業

へ
の
従
事
者
、
町
外
か
ら
の

来
訪
者
な
ど
、
楢
葉
町
に
集

う
人
た
ち
が
町
に
活
力
や
明

る
い
未
来
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
。

　
災
害
に
伴
い
、
町
で
は
人

口
減
少
や
農
地
な
ど
の
耕
作

放
棄
な
ど
の
問
題
が
進
む

一

方
で
、
居
住
地
の
移
転
や
事

業
再
開

・
企
業
進
出
に
よ
る

新
た
な
土
地
利
用
ニ
ー
ズ
と

い
っ
た
情
勢
に
対
応
す
る
た

め
、
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け

て
整
備
を
推
進
す
る
。
そ
の

エ
リ
ア
と
は
、
①
竜
田
駅
東

側
エ
リ
ア
、
②

コ
ン
パ
ク
ト

タ
ウ
ン
、
③
産
業
再
生
エ
リ

ア
。
位
置
づ
け
は
そ
れ
ぞ
れ
、

①
が
地
域
の
活
動
に
お
け
る

多
様
な
機
能
を
結
び
つ
け
る

拠
点
、
②
は
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
の
核
、
③
は
産

業
を
支
え
、
産
学
官
連
携
で

発
展
す
る
研
究
産
業
の
拠

点
、
と
し
て
い
る
。

　
特
に
、

「
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
」
は
中
核
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
１
つ
を
成
す
も
の
で
、

北
田
地
区
で
整
備
が
行
わ
れ

る
。
今
年
２
月
に
は
災
害
公

営
住
宅
の
着
工
が
ス
タ
ー
ト

し
、
本
格
的
な
整
備
が
始
ま

っ
て
お
り
、
次
回
は
コ
ン
パ

ク
ト
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
。
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大
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つ
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し
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ふ
く
し
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未
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Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
）

い
わ
き

・
双
葉
地
域
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サ
テ
ラ
イ
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解説
　楢葉町の土地利用

①方向性について
　　～大胆な土地利用

　
み
な
さ
ま
、
初
め
ま
し

て
。
昨
年
８
月
、
楢
葉
町

に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
た
福

島
大
学
う
つ
く
し
ま
ふ
く

し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
）
い
わ
き

・

双
葉
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ

ト

（※
）
で
す
。
新
年
度

を
前
に
、
み
な
さ
ま
へ
の

情
報
提
供
を
よ
り
充
実
さ

せ
よ
う
と
、
F
U
R
E
サ

テ
ラ
イ
ト
新
聞
を
創
刊
致

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
毎
月
１
回
発
行

致
し
ま
す
。
双
葉
郡
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
よ
り
み
な
さ
ま
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

新
聞
の
愛
称
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
後
の
世
の
幸
福

を
伝
え
て
い
く

「ゆ
ず
り

葉
」
や
、
強
さ
を
感
じ
さ

せ
る
「な
で
し
こ
」な
ど
、

思
い
の
込
め
ら
れ
た
植
物

や
星
の
名
前
な
ど
、
愛
称

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
思

い
浮
か
ん
だ
際
に
は
、
サ

テ
ラ
イ
ト
ま
で
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ

う
な
紙
面
づ
く

り
を
心
掛
け
て

ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
（※

…
４
月
か
ら
相

双
地
域
支
援
サ

テ
ラ
イ
ト
に
名

称
を
変
更
し
ま

す
）

　
写
真
＝
オ
フ

ィ
ス
の
入
る
あ

お
ぞ
ら
こ
ど
も
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東日本大震災の被災自治体の多くが策定し、楢葉町でも
公表されている「復興計画」。内閣府の調査によると、
策定自治体のうち、９割以上がその理由について、「住
民に対して復興のビジョン、時期を示すため」としてい
るように、計画では住民がくらしを回復させていくこと
に合わせ、まち自体の再生に向けたビジョンを、具体的
にどのように実現するかの方法を説明している。その計
画内のポイントの1つは、土地利用計画。楢葉町の復興
計画でも、魅力あるまちづくりに向け、どのように土地
を利活用するのかプランを提示している。本紙では今後
数回にわたり、その計画をひも解き、楢葉町のまちづく
りを考えていく。



　
川
内
村
下
川
内

地
内
で
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
公

設
商
業
施
設

「シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
Ｙ
Ｏ
―
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ

（よ
う
た

し
）
」が
１
５
日
、

待
望
の
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
た
。
地
区

住
民
に
と
っ
て
は

待
望
の
施
設
の
開

所
で
、
帰
還
へ
向

け
た
生
活
環
境
の

整
備
に
寄
せ
ら
れ

る
期
待
は
大
き

い
。

　
施
設
は
鉄
骨
平

屋
建
て
、
面
積
は

約
６
５
０
平
方
メ

ー
ト
ル
。
村
内
で
地
産
直
売

所

「あ
れ

・
こ
れ
市
場
」
を

運
営
す
る
合
同
会
社
か
わ
う

ち
屋
が
管
理
す
る
。

　
入
居
す
る
の
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

「
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
」
や
薬
局
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
取
次
店
、
飲
食

店
の
４
店
舗
。
ま
た
、
住
民

が
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も

整
備
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
は
村
内
で
営
業
し
て

い
た
川
内
村
店
が
、
従
来
の

商
品
に
加
え
、
生
鮮
食
品
も

販
売
で
き
る
よ
う
、
店
舗
を

拡
大
し
て
移
転
し
た
。
村
内

で
稼
働
す
る
植
物
工
場

「
Ｋ

ｉ
Ｍ
ｉ
Ｄ
ｏ
Ｒ
ｉ
」
が
作
る

野
菜
も
店
頭
に
並
ん
で

い

る
。
営
業
時
間
は
午
前
６
時

か
ら
午
後
１
０
時
ま
で
。

　
同
村
の
震
災
前
の
生
活
圏

は
、
富
岡
町
や
大
熊
町
だ
っ

た
が
、
両
町
は
未
だ
避
難
指

示
が
続
く
。
村
内
に
は
避
難

区
域
が

一
部
残
る
中
が
、
帰

還
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
買

い
物
す
る
場
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
課
題
に
挙
げ

ら
れ
、
商
業
施
設
の
開
設
は

待
望
だ
っ
た
。

　
Ｙ
Ｏ
―
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
は
国

道
３
９
９
号
線
沿
い
、
郵
便

局
近
く
に
位
置
す
る
。
問
い

合
わ
せ
は
か
わ
う
ち
屋
＝
電

話
０
２
４
０

（２
３
）
５
５

５
１
＝
ま
で
。
　

　
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
福
島
大

学
が
震
災

・
原
子
力
災
害
で

被
災
し
た
双
葉
地
域
の
自
治

体
の
復
興
、
住
民
の
帰
還
な

ど
の
支
援
を
行
お
う
と
、
２

０
１
２
年
、
川
内
村
に
設
置
。

昨
年
８
月
に
再
編
し
、
楢
葉

町
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
４
人
、

名
称
を
変
更
し
た
サ
テ
ラ
イ

ト
川
内
分
室
に
は
１
人
の
職

員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
は
大
学
と
地
域
、
行

政
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
役
割
を
持
ち
な
が

ら
、
住
民
の
帰
還
支
援
と
し

て
意
識
調
査
や
、
双
葉
郡
内

自
治
体
で
復
興
業
務
に
当
た

る
実
務
者
の
会
議
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
整
備
に
向
け
た
先

進
事
例
の
調
査
な
ど
の
業
務

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
の
名
称
変
更
後
も
、

さ
ら
に
精
力
的
に
活
動
致
し

ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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サ
テ
ラ
イ
ト
駐
在
員
の

２
人
は
こ
の
ほ
ど
、
熊
本

県
水
俣
市
を
視
察
し
た
。

本
欄
で
は
、
そ
の
視
察
記

を
紹
介
す
る
。

　
◇
　
　
　
　
　
　
◇
　

　
今
年
５
月
に
公
式
確
認

か
ら
60
年
が
経
過
す
る
水

俣
病
。
旧
チ
ッ
ソ
水
俣
工

場
が
排
出
し
た
メ
チ
ル
水

銀
を
原
因
と
す
る
公
害
病

と
し
て
、
教
科
書
で
学
ん

だ
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
原
子
力
災
害
発
生
後
、

水
俣
病
と
原
子
力
災
害
は

類
似
点
が
指
摘
さ
れ
、
「福

島
は
水
俣
に
学
ぶ
べ
き
」

と
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
両
者
と
も
、

豊
か
さ
を
追
求
す
る
中
で

起
き
た
公
害
、
事
故
で
あ

り
、
双
葉
地
域
の
復
興
に

向
け
て
参
考
に
な
る
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
と
、
私
た

ち

の
業
務
に
生
か
す

べ

く
、
現
地
へ
と
足
を
運
ん

だ
の
だ

っ
た
。

　
水
俣
病
は
、
決
し
て
過

去
の
こ
と
で
は
な
い
。
厳

然
と
被
害
は
続
く
水
俣
病

の
今
昔
に
触
れ
る
こ

と

は
、
勤
務
員
に
と
っ
て
大

き
な
学
び
に
な

っ
た
。

　
視
察
で
最
初
に
訪
れ
た

の
は
、
３
つ
の
漁
村
。
い

ず
れ
も
、
水
俣
病
患
者
が

多
い
と
こ
ろ
だ
。
写
真
は

湯
堂
地
区
。
案
内
し
て
く

れ
た
水
俣
病
セ
ン
タ
ー
相

思
社
職
員
に
よ
る
と
、
目

に
見
え
る
家
々
に
は
患
者

が
い
る
と
思

っ
て
い
い
、

と
の
こ
と
だ

っ
た
。

　
漁
村
が
面
す

る
の
は
、
内
海

ら
し
い
穏
や
か

な
水
面
の
水
俣

湾
。
と
て
も
美

し
い
海
だ
が
、

こ
の
海
も
、
か

つ
て
は
メ
チ
ル

水
銀
に
汚
さ
れ

た
。

　
水
俣
は
そ
の

地
形
か
ら
漁
業

の
町
と
思
わ
れ

て
い
る
が
、
実

は
チ
ッ
ソ
設
立

以
前
は
、
農
業

と
林
業
が
盛
ん

な

地
域
だ

っ

た
。
チ
ッ
ソ
の
操
業
後
は
、

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
人
が

広
が
っ
た
。

　
漁
村
で
生
計
を
立
て
る

漁
師
は
他
地
区
か
ら
の
移

住
者
で
、
余
所
者
扱
い
を

さ
れ
て
い
た
。
元
々
、
差

別
が
存
在
し
て
い
た
。
そ

う
し
た
人
た
ち
が
水
俣
病

を
発
症
し
た
と
き
、
差
別

は
さ
ら
に
広
が
る
こ

と

に
。
支
援
が
必
要
な
患
者

は
、
孤
立
無
援
の
状
況
だ

っ
た
。
海
は
、
そ
の
悲
し

い
状
況
も
全
て
も
目
撃
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

（続
く
）
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